
紹
和
三
十
四
年
七
月
一
日
郵
翰
省
特
別
扱
承
認
雑
誌
第
四
五
三
號

昭
和
五
十
七
年
十
【
月
二
十
日
襲
行

第四十七巻　　第四珊
　　　　第五百四十六號

　昭和五十七年十一月二十日獲行

古
代
キ
リ
ス
ト
教
に
お
け
る

　
　
「
好
奇
心
」
の
問
題
…
…
…
…
…
…
水

垣

論
理
に
お
け
る
原
理
的
な
る
も
の
…
…
…
大
　
出

　
…
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
所
論
を
め
ぐ
っ
て
一

力
学
に
お
け
る
決
定
論
と

　
　
意
識
の
自
由
に
つ
い
て
…
…
…
…
品

　
一
情
報
構
造
と
し
て
の
意
識

デ
カ
ル
ト
に
お
け
る

　
　
永
遠
真
理
創
造
説
に
つ
い
て
…
…
平

新
刊
紹
介

中
　
久
郎
…
：
…
…
…
…
…
・
中

『
デ
ュ
ル
ケ
！
ム
の
社
会
理
論
』

彙
報

渉晃

嘉
．
　
也

松
　
希
伊
子

島
　
道
　
男

内

部
會

京都大學文學

京都哲學



京
都
哲
學
會
規
約

「
、
本
會
は
廣
義
に
お
け
る
哲
學
の
研
究
と
そ
の
普
及
を
圖
る

こ
と
を
目
的
と
す
る

一
、
膚
の
目
的
の
た
め
に
左
の
事
業
を
行
う

e
　
會
誌
「
哲
學
研
究
」
を
蛮
行
す
る

⇔
　
毎
年
公
開
講
演
會
を
開
く

日
　
随
時
研
究
會
を
開
く

一
、
本
會
の
事
業
を
遂
行
す
る
た
め
に
委
員
若
干
名
を
お
く

委
員
は
京
都
大
學
文
學
部
哲
學
科
教
宮
及
び
委
員
會
に
お
い

て
推
薦
し
た
も
の
に
委
嘱
す
る

一
、
本
會
は
賛
助
員
若
干
名
を
お
く
　
賛
助
員
は
會
員
の
中
か

ら
委
員
會
が
推
薦
す
る

「、

{
會
は
會
員
組
織
と
し
會
員
に
は
資
格
の
制
限
を
設
け
な

い
　
學
校
・
圃
書
館
・
其
他
の
團
髄
は
團
盤
の
名
を
以
て
入

博
す
る
こ
と
が
で
き
る

一
、
會
員
は
會
費
と
し
て
年
三
、
六
〇
〇
圓
（
會
誌
四
冊
分
を

含
む
）
を
前
納
す
る

一、

�
�
ﾍ
會
誌
の
配
布
を
受
け
會
誌
に
豫
告
す
る
諸
種
の
行

事
に
出
席
す
る
こ
と
が
で
き
る

一
、
本
會
は
事
務
所
を
京
都
大
學
文
學
部
内
に
お
く

［
、
規
約
の
改
正
は
委
員
會
の
決
定
に
よ
る

京
都
哲
學
會
役
員

委
　
員

吉山森本水御宝藤平服長西申日勤清清佐酒木湾上伊池

岡・吉牧醐鷲谷村原水水条曾畑細
健田美垣月 @　久　御　井
三都良克令俊正正裕公剃手善丞好雄閑邦秀

郎晶男治渉己誠夫二明当作郎一一一・一一明三平修能一照武三



543

　
が
取
り
上
げ
た
六
漁
、
七
章
以
降
は
、
わ
れ
わ
れ
の
住
む
こ
の
宇
宙
で
は
な

　
く
、
想
像
上
の
ま
っ
た
く
新
し
い
宇
宙
を
舞
台
に
し
た
物
語
で
あ
る
。
こ
こ
か

　
ら
《
い
。
竃
2
乱
③
》
も
『
規
則
論
』
と
同
様
の
仮
説
性
を
免
れ
て
は
い
な
い
の

　
で
な
い
か
、
と
い
う
疑
問
も
生
じ
よ
う
。
こ
の
場
で
十
分
な
議
論
を
尽
く
す
こ

　
と
は
で
き
な
い
が
、
私
は
、
こ
の
辞
三
。
と
い
う
仕
か
け
は
、
聖
書
や
ア
リ

　
ス
ト
テ
レ
ス
等
の
権
威
と
の
無
用
の
摩
嫁
を
國
避
す
る
た
め
の
一
種
の
擬
態
あ

　
る
い
は
仮
装
で
あ
る
と
考
え
る
。

（
9
）
例
・
兄
ば
、
　
『
｝
入
文
対
話
』
　
（
山
省
波
文
庫
）
　
卜
一
巻
五
一
ニ
ペ
ー
ジ
以
下
参
昭
皿
o

（
1
0
）
　
『
哲
学
原
理
』
の
屠
語
法
で
は
、
永
遠
真
理
と
い
う
語
は
、
専
ら
共
通
概
念

　
あ
る
い
は
公
理
を
指
し
て
い
る
。
（
o
h
．
　
℃
噸
℃
「
　
ド
ー
駆
Φ
）

（
ー
エ
）
同
じ
よ
う
に
「
永
遠
真
理
」
と
み
な
し
う
る
と
は
い
え
、
論
理
的
数
学
的
真

　
理
と
運
動
法
則
と
で
は
、
自
然
学
に
お
い
て
果
た
す
べ
き
役
割
が
異
な
っ
て
い

　
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
運
動
法
則
は
、
確
実
な
基
礎
を
有
す
る
揺
る
ぎ

　
な
い
真
理
で
は
あ
る
が
、
余
り
に
一
般
的
で
あ
っ
て
、
そ
れ
だ
け
で
は
現
実
の

　
世
界
に
生
起
す
る
澗
々
の
運
動
を
説
明
す
る
に
は
至
ら
な
い
。
そ
こ
で
一
般
的

　
原
理
と
し
て
の
運
動
部
興
と
、
現
実
の
運
動
と
の
間
に
達
絡
を
つ
け
る
こ
と

　
が
、
自
然
学
の
大
き
な
諜
題
と
な
る
が
、
そ
の
任
を
担
う
の
が
種
々
の
論
理
的

　
数
学
的
真
理
な
の
で
あ
る
。
そ
の
際
、
原
理
か
ら
具
体
的
な
自
然
へ
と
向
か
う

　
道
程
に
は
様
々
な
可
能
性
が
あ
り
、
そ
の
中
で
ど
の
説
明
を
優
先
さ
せ
る
べ
き

　
か
に
つ
い
て
は
、
実
験
や
観
察
を
倹
つ
ほ
か
は
な
い
。
（
。
幽
．
O
■
ζ
．
ρ
＜
H
馳

　
2
～
霧
…
唱
■
℃
・
ω
ム
）

（
1
2
）
代
数
学
の
領
域
に
お
け
る
デ
カ
ル
ト
の
最
大
の
貢
献
、
量
の
同
次
性
の
確
立

　
は
、
二
次
・
三
次
以
上
の
数
を
も
直
線
と
し
て
表
わ
す
こ
と
に
よ
っ
て
可
能
と

　
な
っ
た
。
（
o
略
「
　
H
）
●
寓
●
　
勧
”
　
～
N
H
’
H
O
～
ゆ
O
）
ま
た
、
『
幾
何
学
』
は
加
減
乗
除
や

　
平
方
根
の
抽
出
の
作
図
か
ら
始
ま
っ
て
い
る
。
（
o
h
．
＜
H
．
ω
①
り
～
ω
誠
）

（
筆
者
　
ひ
ら
ま
つ
・
き
い
こ
　
京
都
大
学
文
学
部
〔
哲
学
〕
研
修
員
）

　
　
　
　
デ
カ
ル
ト
に
お
け
る
永
遠
真
理
創
造
説
に
つ
い
て

次目篇

写ハ剛

随
眠
と
帰
属
の
理
論
（
承
前
・
完
）
…
…
…
…
…
山
内
得
立

共
同
体
論
に
お
け
る
共
同
性
の
問
題
…
…
…
…
…
中
　
久
郎

「
分
割
法
」
考
案
…
…
…
…
…
・
…
・
・
…
…
…
…
…
小
池
澄
夫

ー
プ
ラ
ト
ソ
後
期
鰍
話
篇
へ
の
裡
点
一

主
観
と
自
発
性
・
：
…
…
…
：
：
：
：
・
…
…
：
：
・
：
…
：
酒
井

　
ー
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
形
而
上
学
の
根
本
問
題
－

｛猛
量蒲

評

三
原
栄
峰

『
ハ
イ
デ
ッ
ガ
…
の
思
惟
』

潔

…
：
：
・
…
・
…
：
・
竹
内
　
　
亨

次号論文豫告

ト
マ
ス
に
お
け
る
レ
ス
と
エ
ッ
セ
ン
チ
ア
に

　
つ
い
て
：
…
…
…
…
…
…
・
…
…
…
…
：
…
…
・
…
山
田

晶

絵
画
空
間
に
つ
い
て
（
承
前
・
完
）
…
…
…
…
…
新
田
博
衛

　
ー
ア
ル
ベ
ル
テ
ィ
と
ヒ
ル
デ
ブ
ラ
ソ
ト
ー

ル
タ
ー
と
オ
ヅ
カ
ム
主
義
の
伝
統
…
…
…
…
…
…
金
子
晴
勇

物
自
体
と
『
純
粋
理
性
批
判
』
の
方
法
…
…
…
…
福
谷
　
茂

〔
調
杏
曽
　
エ
ル
ヴ
ィ
ン
・
ベ
ル
ツ
の
遺
産
：
・
：
：
：
・
：
佐
々
木
丞
平

一
〇
七



會

告

一
、
本
卦
は
職
員
組
織
と
し
會
員
に
は
資
格
の
制
限
を
設
け
ま

せ
ん
、
入
會
希
望
の
方
は
京
都
市
左
京
囁
吉
田
京
都
大
學
交

學
部
内
京
都
哲
學
愈
（
振
替
目
座
京
都
二
一
四
〇
三
九
番

京
都
哲
學
會
）
宛
に
規
定
の
會
費
（
年
三
、
六
〇
〇
圓
、
但

し
、
會
二
四
才
分
）
を
お
彿
込
下
さ
い

又
會
員
へ
の
會
誌
送
付
、
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
購
入
及
び
獲
費

に
毒
す
る
｝
切
は
東
京
都
千
代
田
匠
一
番
町
一
七
番
地
創
文

肚
（
振
替
口
座
東
京
二
一
九
二
四
七
二
番
）
宛
に
願
い
ま
す

「
、
會
員
の
三
遷
・
入
退
會
の
事
務
及
び
編
輯
事
務
の
｝
切
は

京
都
重
三
會
宛
に
御
通
知
下
さ
い

一
、
本
誌
の
編
輯
に
關
す
る
通
信
・
新
刊
書
・
寄
購
雑
誌
等
は

本
會
宛
に
お
送
り
下
さ
い

昭
和
五
十
ヒ
年
十
｝
月
十
五
日
　
印
刷

昭
和
五
十
七
年
十
一
月
二
十
日
　
蛮
行

編　編発癌

盤繋櫨
当　表人兼

伊酒京轟
　　　大
藤影乾 P
　　哲内
邦　學

武修會

費
捌
所

印
　
刷
　
隣

弊呼野良
識1雲量
関株　隙ma

書癖理文
1誕1蛋肚

京

都
　
哲
　
學
　
會

京
都
市
左
京
医
吉
田

　
　
　
註
　
文
　
規
　
定

一
、
會
員
以
外
の
購
三
者
の
御
註
文
及
び
廣
告
掲
載
に
關
す
る

件
は
「
創
文
杜
」
へ
御
申
込
下
さ
い

一
、
本
誌
の
御
註
文
は
す
べ
て
代
金
送
料
共
（
一
部
、
送
料



昭
和
五
十
七
年
十
一
月
十
五
日
印
剰

昭
翻
五
十
七
年
十
一
月
二
十
日
螢
行
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